
-1-

電源ＯＮでタイマーＯＮのシンプル動作

ジャンパーピンによる簡単タイマー時間設定

080111 CODE2027-110 第5版 150310 xxMY

定番タイマ用のＩＣ"５５５"を使用したシンプルタイマー基

板のキットです。

電源ＯＮ又はトリガ入力端子に取り付けたスイッチのＯＮで

タイマーを開始し、リレーをＯＮ、設定時間が経過するとＯＦ

Ｆになります。

例えば、スイッチを押して電灯を点灯させて１０秒後に自動

的にＯＦＦといった使い方が可能です。

タイマー時間の設定は１秒単位で１０秒まで、又は１０秒単

位で１００秒までの２種類が選択できます。設定はジャンパー

ピンの差し替えだけで簡単にセットできます。(以前の基板の

様にタイマー時間変更時にハンダ付けは不要です。)

主要端子(電源、リレー接点出力、トリガ入力)は、ねじ式端

子台になっているのでハンダ付け不要でドライバ(＋０番)一本

で容易に脱着可能になっています。

［キット］

TM-5553

標準 ＤＣ１２Ｖ（９～１２Ｖ可）

約２５ｍＡ(１２Ｖ時)

約 ７ｍＡ(１２Ｖ時)

約 １～ １０秒( １秒単位)

又は 約１０～１００秒(１０秒単位)

ジャンパーピンによる設定

１０段階

(微少時間調整[約70～130%]ボリウム有り)

トリガ入力による("L"レベル入力)

又は 電源ＯＮでタイマー自動開始

ＣＲ充放電による

リレー接点(ねじ止め端子台付き)

※端子台(ねじ頭＋０番、配線材AWG16～26使用可)

【定格負荷 ＡＣ １２５Ｖ ３Ａ】

【定格負荷 ＤＣ ３０Ｖ ３Ａ】

タイマーＯＮ時に"Ｈ"レベル出力

※出力電圧＝ 電源電圧－α

出力電圧は負荷条件により変化します

(電源電圧12.0V,負荷 10mA 時 出力 約 10.6V )

※出力電流 最大100mA程度まで

Ｗ(５３)×Ｄ(４７．５)×Ｈ(１５)mm

※Ｈはハンダ面を(1.5mm)として含めた最高部の値

仕様

タイマー時間設定

ジャンパー

(中央と端を接続)

タイマー時間を設定し

ます。

１秒ごと１～１０秒の

範囲で設定できます。

タイマー時間×１０倍

設定ジャンパー

ジャンパー接続で

タイマー設定時間を１０

倍に拡張します。

タイマー時間微調整ＶＲ

タイマー時間を微調整し

ます。(時間をより正確

に合わせたい時に使用し

ます。)

長 短

＋ －

電源端子

ＤＣ１２Ｖ

トリガ入力

タイマースタートスイッチを取り付けます。

(端子間ショートで電源ＯＮでタイマー即スタート

になります。)

使用しません

出力パイロットＬＥＤ

リレー接点がＯＮの時点灯します

信号出力端子

リレー接点がＯＮの時

"Ｈ"(電源電圧－１．５Ｖ)

が出力されます。

リレー接点出力端子

リレー接点(NO[ノーマルオープ

ン])端子の出力です。

制御したい機器と制御機器の電源

を接続します。

※接続詳細はＰ３を参照

ピン間

に差し込む

ジャンパーピン

※仕様の値は基板使用環境温度２５℃の時の物です
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１番ピン

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。
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パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

パーツリストでパーツをチェックしてください。

パーツリストは、組立リストを兼ねています。

リスト中の□□にチェックを入れましょう。

左側はパーツチェック用、右側は組立チェック用です。

1.抵抗

□□Ｒ １ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ２ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ３ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ４ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ５ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ６ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ７ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ８ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ ９ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ１０ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ１１ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ１２ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ１３ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ１４ １ＭΩ（茶黒緑金）

□□Ｒ１５ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ１６ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ１７ １０ＫΩ（茶黒橙金）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

3.ダイオード （小信号ダイオード）

□□Ｄ１

4.ＩＣ

□□ＩＣ１ ５５５（８ピン）

※下図のどちらかのタイプが入っています。

5.積層セラミックコンデンサ

□□Ｃ５ １０４

6.半固定

□□ＶＲ１ １０３

7.ＬＥＤ

□□ＬＥＤ１ 赤色

8.電解コンデンサ

□□Ｃ１ １００μＦ

□□Ｃ２ １０μＦ

□□Ｃ３ １００μＦ

9.トランジスタ

□□Ｑ１ Ｃ１８１５

またはＣ９４５，Ｃ４５８

10.ジャンパー端子・ジャンパーピン

□□ＪＰ１ ３Ｐ５列

□□ジャンパーピン

□□ "×１０" ２Ｐ

□□ジャンパーピン

11.ねじ止め端子台

□□ＣＮ１

□□ＣＮ２

□□ＣＮ３

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

12.リレー

□□ＲＹ１

取付方向注意！

足の長い方側

－の印

足の

長い方が＋
＋

約３ｍｍ

取付方向注意！

取付方向有り

穴位置に合わせて

まっすぐに差し込む

ケースなどに組み込む場合は、動作試験の後に行なってください。

向きに注意！

2.ジャンパー線

□□ＪＰ２

□□ＪＰ３ まっすぐに

差し込む

取付方向なし

マークを

合わせる

向きに注意！

まっすぐに

差し込む

ピン間

に差し込む

ジャンパーピン

向き注意

線取り付け口

が基板の外に

向くように

3P

端子
2P

端子

根本まで差し込む

※ジャンパーピンはタイマー時間を設定するために使用します。

時間設定については次ページ「●タイマー時間の設定」を参照してください。

※配線材の取り付けは上部のねじを回して行って下さい。

(ねじは ＋の０番が適合します)

ねじ

マークの

ある側に

合わせる

向きに注意！

1番ピン1番ピン

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで
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●

注意！

●

警告！

準備する物

□電源 ＤＣ９～１２Ｖ(２５mA以上供給できる物)

□配線材 ５～１０cm程度の物(トリガ入力端子に使用)

ＡＷＧ１６～２６ 使用可

１．タイマー時間のセット

動作試験なので１秒にセットします。

下図の位置にジャンパーピンを差し込んでください。

「×１０」端子は何もつながないでください。

２．トリガ端子の接続

ＣＮ２のＡＳ端子に用意した配線材を接続してください。

(片方のみでＯＫ)

３．電源の接続

用意した電源を電源端子に接続してください。

４．トリガＯＮ(タイマー開始)する

ＣＮ２に接続した配線材の片端をＣＮ２(ＴＲＧ）側に手で

当ててください。(コネクタの穴に入れる。)

５．動作

トリガした瞬間、「カチッ」とリレーの動作音が鳴り、

ＬＥＤ１が点灯。およそ１秒後にリレーの動作音が鳴り、

ＬＥＤ１が消灯すればＯＫです。

●

＋ －

ジャンパー

ピン

(1秒設定)

何も付けない

リレー

電源＋

電源－

トリガ入力

テスト用線

本機では１秒単位で１０秒まで、または１０秒単位

で、１００秒までのタイマー時間設定ができます。

時間設定は「タイマー時間設定ジャンパー(JP1)」

で行います。ピンの中央と端(数値の記述の有る)を接

続してください。端に記述されている数値がタイマー

時間の秒を表します。

5 4 3 2 1

6 7 8 9 10

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 10

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

5 4 3 2 1

6 7 8 9 1 0

５秒 ４秒 ３秒 ２秒 １秒

６秒 ７秒 ８秒 ９秒 １０秒

単位の設定は「×１０」ジャンパーで

セットします。タイマー時間は

何もつながない時は、設定×１秒、

ジャンパーピン接続で設定×１０秒

となります。

5 4 3 2 1「×１０」ジャンパー

時間の微調整は半固定抵抗ＶＲ(ＶＲ

１)で行います。時間はそれぞれ

反時計方向に回すと短く、

時計方向に回すと長くなります。

5 4 3 2 1タイマー時間微調整ボリウム

長 短

※当キットに「電源」「配線材」

等は付属していません。

※ACコード延長線を切断して使用

コンセント

電球

TM-5553 基板

CN1

OUT

ＣＮ１(ＯＵＴ)はリレーの接点の端子となります。タイマーで

動作させたい機器を下図を参考に取り付けてください。

下図はタイマー動作開始で電球ＯＮ(点灯)する回路です。

CN1

OUT

負荷には機器

は何も取り付

けない

出力に取り付け可能な機器の規格は以下とな

ります。許容範囲外の機器はリレーの破損に

なりますので絶対に接続しないでください。

接続可能な機器の定格(抵抗負荷時)

【定格負荷 ＡＣ １２５Ｖ ３Ａ】

【定格負荷 ＤＣ ３０Ｖ ３Ａ】

許容を超える機器を使用したい場合は本機

の出力で他の大容量リレーを動作させ、その

接点を利用してください。

ココに挟む

上部のねじを

時計方向に回す

と金属板が上がって閉まる

リレー接点部 等価回路

「バリスタ」について

機器開閉時にノイズが発生し誤動作など

が起こる場合は接点間にバリスタを取り付

けてください。

バリスタとは、接続機器が誘導負荷（モ

ータなど）の場合に発生（リレー開閉時）

する過電圧を吸収する素子です。必要な場

合は電子部品販売店でお求めください。

CN1

OUT

機器へ

バリスタ

※バリスタは当キットには付属していません。

注意！
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● ●

TM-5553 基板

CN1

OUT

タイマー動作中、電圧を出力する端子で

す。(電源電圧12.0V,負荷 10mA 時 出力

約 10.6V )

端子からの 程度供給可能

です。それ以上流すとＩＣが破損したり、

出力電圧が下がるので注意してください。

ＬＥＤ、ブザーなど軽い負荷の機器を取り

付ける事ができます。

タイマーの開始はトリガ端子で行います。ＴＲＧとＡＳ(Ｃ

Ｎ２)端子間にスイッチを取り付けると、このスイッチをＯＮ

する事でタイマーを開始する事ができます。

一旦タイマーが開始されると再度押しても無視されます。

再タイマーは一旦タイマーが終了してから、再びスイッチＯＮ

する事で実行されます。

スイッチを使わずに、電源ＯＮと同時にタイマー開始したい

場合は予め、ＴＲＧとＡＳ端子間を接続して置いて下さい。

再タイマーは一旦タイマーが終了してから、一度電源を切

り、しばらくして(コンデンサーに充電されている電荷が放電

されるまで数秒)再び、電源をＯＮにしてください。

プッシュスイッチ(ロックされない物)

※当キットにスイッチ、配線材は付属していません。

延長は１ｍ

程度まで

CN2 CN2

［スイッチでトリガ] [電源ONでトリガ]

例：ブザーの接続

Ｓ端子の出力を、ブザー(発

振器入りの電源を入れるだけ

で鳴る物)に接続してくださ

い。極性がある場合がありま

すので＋－に注意して取り付

けて下さい。

(過度な電流が流れICが

破損する場合があります。)

電源

－へ

端子間を接続

発振器入り

ブザー

この接続でリレーＯＮの間、

ブザーが鳴ります。

※当キットにはブザーは付属していません。

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。
・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。

・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。
お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先

(回路図は製品版に記載されています)


